明治大学 リベラル・アーツ フォーラム　第5号，pp．13-18，2003年11月の原稿より

―――――――――――――――――――――――――――――――

理工学部における教養教育の展望について

理工学部　向殿政男

１．はじめに

　理工学部及び理工学研究科は，学部・大学院6年一貫教育を目指しています．その教育目標は，教養豊かな高度知的専門職業人の育成にあります．すなわち，学部教育の4年間では，人間としての幅広い教養と共に，理工学の学問と技術の基礎を身に付けて、将来どのような分野に進んでも活躍ができる、多面的な思考のできる，責任感を持った，バイタリティのある人間の育成に有ります．大学院博士前期課程（修士）の2年間では，世界に誇れるようなユニークな研究分野に特化した専門的な研究・教育を徹底的に行うことにより，「個」の確立した、しっかりとした実力と，社会的判断力と国際的コミュニケーション能力を持った，実践的技術者の育成，及び自立した若手研究者の育成です。そして，このような中から，博士後期課程（博士）に進学して博士号を取得して世界で活躍できる一流の研究者を輩出することを目指しています。すなわち，理工学部・理工学研究科は、高度研究教育型大学を掲げています。教育面では，どんな分野でも活躍できる柔軟な，総合的で多面的な思考のできる，基礎実力のある実践的な職業人，特に技術者の育成であり，研究面では，ナンバーワンよりオンリーワンを目指し，世界に向けてその研究成果を発信することを目指しています。　 　　　

“教養豊かな高度知的専門職業人，特に技術者の育成”を第一に掲げている理工学部及び理工学研究科の教育・研究目標の実現のために，教養教育は如何にあるべきか，その役割と展望について考えてみたいと思います．
２．大学を取り巻く時代の流れ

大学の存在意義が，教育，研究，社会貢献，文化・知識の伝承等にあることは，時代によらず不変です．ただし，時代の変化，社会の変化により，その重点や内容は変わって行きます．例えば，大学の基本的な役割として，時流を越えた基礎的な研究，長期的な研究が重要なことは，間違いありませんが，最近は，研究面では実践的な研究や産業の育成に繋がるような研究が重視されようになって来ています。教育面ではどうでしょうか?　人類の幸福の実現に寄与できる有為な人材の育成という基本的な目標は不変としても，大学の役割は明らかに時代と共に変わって来ています．特に，入学者の学習動機，要望，資質等の変化には，大きなものがあります．我々が当面，全力を持って対応しなければならないわが国の第一の課題は，少子化の問題でしょう。この問題が，現在のわが国の大学が抱えている諸問題，特に，流動性のなさ，時代対応の遅さ，悪平等主義，教員に対する評価の欠如，教育システムの国際的な不整合，等々の保守的体質を直撃し，国立大学の法人化，第三者評価システムの導入，競争原理の導入，教育のグローバル化への対処，等々の現在の全国的な大学改革の波に直接的，間接的に繋がっていると思われます．

現在の学生の問題点は，何処にあるのでしょうか?　 学力の低下は言われて久しいし，入試形体の多様化に伴う基礎実力のアンバランスが現場教育を困難にさせているのも事実です。しかし，最も重要な問題は，学生が目的意識を持って入学してこないことであり，学習意欲の減退にあります．魅力的な授業を行うことで，面白がらせたり，関心を持たせたりすることはできても，各人に明確な目的意識をもたせ，生涯持ち続けられるような学習や研究の動機付けをすることは極めて困難な状況にあります．また，何故大学に入るのかというアンケートに対する答えとして，１．就職するため，２．自分の適性を探すため（自分探し），３．知人・友人を得るため，４．知の探究のため，という順序であることを，ある資料では報告しています．この順番が，現代の大学の役割として，当然なのか，仕方がないのか，それとも大学人として不満なのかはさておくとして，一般的な教養教育のあり方を考えた場合，最後尾に位置している“知の探究”を最も重視する教師の教育目的と，実際の学生の学習動機・目的との乖離は明確であります．上に，現在の学生の問題点と書きましたが，実は，これらは，明らかに，入学してくる学生の責任ではありません．教育に関しても，時代に適切に対応していかなければならないのは，大学側の責任です．学生を非難するのは責任転嫁です．変わるべきは，我々大学人の意識であり，学生の要望を実現するための教育システムの改革です．大学にとってのユーザーは学生であり，大学としては，学生の立場に立って，学生の満足度の向上を第一義とすべき時代であることは明らかであります。教育に関する大学の不変の目標と，時代と共に変わる大学の役割や学生の要望とを如何に調和させ，学生の満足度を向上させるかが，我々に与えられて課題であります．従来，1—2年で集中的に行われていたいわゆる一般教育から，4年間を通して行われるべきであるとして転換された教養教育は，新しい方向を探しあぐねているように思われます．今こそ，大学人として，教養教育の新しい方向を見出さなければならない時期です．

　

３．教養豊かな技術者とは

これまでの理工学部の科目を類別すると，分野別に，主として，1）語学・体育・人文系科目専門科目，２)理工系の基礎教育（物理・数学・化学・情報処理等），３)理工系共通領域科目，４）各学科の専門科目，５）実験実習・演習科目，６）ゼミナール・卒業研究，に分けられると思います．しかし，私は，科目の性質から，a) 知識を修得する科目，b) リテラシ―を修得する科目，c) 企画，設計，製作を実習する科目，に大別するほうが良いと考えています．これらのa) , b) を身に付けることで，c) を通して最終的に，A) 自分でものごとを究明すること，B) 自分でものごとを作り上げること，C) 自分でものを考えること，等を学習し，修得することを最終的な目的としています．なお，ここで，リテラシーとは，基礎として修得していなければならない基本的な技術をいい，理工系としては，１．数理リテラシー，２．コンピュータリテラシー，３．語学リテラシー，の三つがあると思います．従来，一般教育と言われていた頃の内容は，狭くは，1）語学・体育・人文系科目専門科目を，広くは，これに加えて，２)理工系の基礎教育（物理・数学・化学・情報処理等）も含めた教育を意味していました．しかし，これからの理工学部における教養教育は，今まであったような一般教育とは根本的に異なった理念と役割を持った教育でなければならないと考えています．

これからの理工学部における教養教育のあり方を考えるにあたり，21世紀の現在，理工系の学問が抱えている根本問題と，社会からの強い要請を深く吟味する必要が有ります．一つは，技術者の倫理の問題であり，一つは地球環境の問題であり，また，一つは技術と経済・経営の問題です．技術者の倫理問題とは，例えば，現在，社会的に多くの倫理問題を起こしている企業内において，かなり部分は技術者の立場から止められたはずであるという事実です．企業内における技術者の地位が余りにも低すぎるという問題は確かに有りますが，プロフェッショナルな技術者として，会社に奉仕するよりは社会への奉仕を優先するという正しい倫理観を持って，主張すべきは主張する，すなわち，会社の技術者から社会の技術者へという認識をもつことです．もちろん，技術者の倫理問題には，社会的な要請や恩恵を受ける個々のユーザーの要望を重視して，社会の合意の下に技術開発に携わり，科学・技術至上主義からの独走は慎まなければならないという更に大きな問題が含まれています．一方，地球環境の問題とは，倫理問題とも深く関わっていますが，人類の持続ある発展を維持するため，環境やエネルギーの観点で地球環境を守るという高い立場から，また，安全で安心な社会の構築という社会的な立場から，科学や技術が社会的に及ぼす影響を前以て総合的に考えて，調和ある技術開発を心掛けるべき責任があるということです．もう一つの技術と経済・経営の問題とは，これまでの理工学部では主に，教育面では技術的な内容を，研究面では創造的な研究開発の仕方を教えていましたが，それを如何にビジネスに結びつけ，経営やマネージメントと関連させ，経済の中で位置付けていくか，そして，如何に知的財産権などの法律と結びつけるかということについては，余り教えてこなかったきらいがあったという事実に関連しています．これがわが国において，これまで技術者の社会的地位を低いままにさせ，近年，経済やビジネスの世界で，合理性，効率性，対応スピードの面から欧米諸国に引き離されつつある原因と考えられます．

理工学部が目指す“教養豊かな高度知的専門職業人，特に技術者”とは，これら現在の理工学が抱えている諸問題を意識しながら，解決に向けて確かな実力を発揮する実践的な知的専門技術者のことです．専門技術者として必要な各分野の専門科目と一緒なって，これらの諸問題を解決するための教育を，私は，理工学部における教養教育と位置付けたいと考えています．

現在，理工系教育においては，技術者教育の質の向上と国際的に通用する技術者の育成を目的に，日本技術者教育認定機構（JABEE：Japan Accreditation Board for Engineering Education）が設置され，国際的な同等性を確保するために，統一的な基準に基づいて高等教育機関における技術者教育プログラムの認定を行っています。その認定基準として，設定され，公開されていなければならない学習・教育目標の中に，

(a)地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

(b)技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，および技術者が社会に対して負っている責任に関する理解(技術者倫理)

という二つが，数多くの項目の中で最も始めに置かれています。この学習・教育目標を実現する教育こそ，理工学部における教養教育であると考えています．これについて，もう少し詳しく述べてみたいと思います．

４．メタ知識としての教養教育

　理工学部におけるカリキュラムは(他学部でもほとんど同じでしょうが)，大きく分類すると，前述したように，a) 知識を覚えるための科目群，b) 基本的技術(リテラシー)をマスターするための科目群，そして，これらを使って諸課題に対してc) 実際の調査・企画・探究・製作等を実際にやって体験する科目群に分かれます．三番目の科目群は，修得した第一，第二の知識や基本的技術を実際に使う技術(これをここではメタ技術と呼ぶ)の修得であって，学部・大学院で最も重視すべき教育であります。従来は，知識を覚えるための科目群の中で専門科目以外の科目，すなわち，社会・人文系の科目の，時には，外国語や情報処理のリテラシー科目の学習を理工系では教養教育と呼ぶ傾向がありました。理工学部としては，教養教育をもっとダイナミックな教育として捉えなおすべきであると考えています．メタ技術の修得は，演習・実習科目，卒業研究等を通して取得されるものですが，大学でできるのは，そのプロトタイプ，一つの簡単な例に過ぎません．前述したように，ｃ) のメタ技術の実習を通して，学生個々人が， A) 自分でものごとを究明し，B) 自分でものごとを作リ上げ，C) 自分でものごとを考える，ことができるようになるのが究極の目的ですが，これは大学を巣立った学生自身が，実社会で身に付けるべきもので，大学はそれを体得させる時間的余裕も，また実力もありません。この時，メタ技術そのものには，価値観や個性や理念は直接関係していませんので，何のために，何を配慮して，どう捉えて，どのようにメタ技術を生かすかには，価値観が強く関与し，その人の個性と人生観が強く関係してきます．メタ技術を生かすための理念に係る知識をメタ知識と呼ぶことにするならば，まさしくメタ知識こそ，教養教育と呼ぶべきである，と主張したいと思います．実社会でメタ技術を健全に生かすためにも，また，入学して来た学生の学習動機を明確に自覚させるためにも，ここでいう教養教育は極めて重要な役割を果たすことになります．教養教育をこのように定義するとすると，教員と学生とが，ゼミナールや卒業研究等を通して，フェイスツーフェイスで向き合い，個性を戦わせながらしか，実施できません．ここには，専門科目担当とか，人文・社会科目担当とかという区別は既に存在しなく，教養教育は，教員全体の課題です．理系基礎と文系基礎の架橋、あるいは両者との壮絶なバトルから，理系に強い教養人，すなわち，メタ・理系が生まれ、理工学部学生としての教養が培われます。その学部教育そのものがまさしく理工学部におけるリベラルアーツに他ならないと考えます。

５．理工学部の目指すところ

　現在，理工学部は，理工学研究科と共に，将来，研究面で世界的に誇れるような先端科学技術研究大学院を構築することを目標に,I-MAST計画という将来構想を持っています.ここで，I-MASTとは，Meiji Institute of Advanced Science and Technologyの省略形ですが,実は,I must go to the futureという，我々構成員の将来に向けての意気込みも込めて命名されたものです。幅広い充実した理系基礎教育の実施と共に,研究に関して世界に向けて花開かせ，研究面で世界の中で尊敬される位置を占めることを目指して,教育・研究の重点を学部から大学院に移し,学部と大学院とを一貫した教育・研究システムとして捉え，すべてを主として大学院の立場から考えることを宣言するものです.このことを端的に表すキャッチフレーズが，冒頭に記した「学部・大学院6年一貫教育」です.

　この学部・大学院6年一貫教育の中で，現在，理工学部としての教育の重心を，前述したメタ知識としての教養教育の充実の方向に羅針盤を向けたいと考えています。教養教育の実施には，再度記しますが，教員と学生とが，ゼミナールや卒業研究等を通して，フェイスツーフェイスで向き合い，個性を戦わせながらしか，実施できません．従って，小人数教育しかあり得ません．しかし，教員の負担には限度があります。知識の修得のための科目に対しては，ある程度の大人数教育や，e-learningなどのIT技術を使った自学自習システムは可能であり，リテラシ―教育に関しては，大学院生がTA(Teaching Assistant)として教育の補助として支援してもらうことが可能です。これらを通して，なるべく教員はゼミナールや卒業研究等でじかに学生と向き合う時間を増やすようにするべきであると考えています．教職員，学部学生，大学院生が一緒になって切磋琢磨し，教育・研究に立ち向かうのが，ここでいう教養教育の実現の一つになるはずです．この点では，学部学生から大学院生まで，同じキャンパス内で一貫して一緒に教育・研究が出きるという生田キャンパスの有利さを十分に生かすべきです．理工学部においては，ゼミナールや卒業研究は，必須科目ですが，幸いなことに，理工学部には，総合文化教室があり，それこそ教養豊かな先生方が，総合文化ゼミナールを開催していて，大変好評です．近い将来，総合文化ゼミナールがここでいう教養教育の目玉になることを期待しています．一方，英語教育では，リテラシー教育の質の向上を目指して，全学生対象にe-learningシステムの導入を決めています．前述したメタ知識の修得という教養教育の実現を目玉の一つにして，理工学部では，2005年にカリキュラム改訂をおこなう積りです．そして，2005年を目指して，幾つかの学科でJABEEの認定を受けるように計画・準備中です．このように，理工学部は，ここで紹介した教養教育の実現の方向に向かって少しずつ動き出しています．そして，この動きをI-MAST構想実現の基本にしたいと考えています。

５．あとがき
各種の知識と基礎的な技術（リテラシー）の修得を前提に，それらを用いて実際の問題解決やシステムの構築に応用する技術をメタ技術と呼び，そのメタ技術を何のために，どのような価値観で用いるか等の理念に係る知識をメタ知識と呼ぶことにしました。このメタ知識に関する教育こそ，理工学部における教養教育そのものであると考えたいというのが本報告の主旨です．

現在，わが国の理工系の教育が抱えている諸問題，すなわち技術者の倫理問題，地球の環境問題，そして技術と経済・経営の問題等々を意識してその解決に努力する，「個」の確立した実践的な知的専門技術者の育成，これが理工学部・理工学研究科の教育目標です。この教育目標の実現のためには，ここでいうメタ知識としての教養教育は必須であり，これなくしては社会からの付託に応えられないどころか，学生に対しては契約違反でさえあります。そして，我々が目標とする教育の実現のためには，少なくとも学部と大学院博士前期課程を通した6年間は必要であると考えています．
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